











の神経保護効果を検討するため、投薬群には術前15分、術後４, 24, 48時間にpregabalin 
30mg/kgを腹腔内投与した。非投薬群には生理食塩水を投薬群と同時期に同用量を腹腔
内に投与した。術後３, ８, 14, 28日目に脳を摘出し、パラフィン包埋後に顔面神経核を全
て含む連続組織切片を作製した。顔面神経核内生存神経細胞数の評価のためにクレシルバ
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